
















































時　間 万世一系 ⇒ 万邦無比 悠久の大義 ⇒ 尽忠報国




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































衆 の 総 敗 北 の 構 造」（『敗 北 の 構 造』弓 立 社、
1972.12.15、p.409）とも言い換えられるものであ
り、政治的権能を有さない伝統的天皇が幻想的権威を揮
いつづけた根拠について別のところで次のように述べて
いる。―「じっさいに〈天皇（制）〉が農耕社会の政治
的な支配権をもたない時期にも〈自分ハソノ主長ダカラ
農耕民ノタメ、ソノ繁栄ヲ祈禱スル〉というしきたりを
各時代を通じて世襲しえたとすれば、この世襲には〈幻
想の根拠〉または〈無根拠の根拠〉が、あるひとつの
〈威力〉となって付随することは了解できないことはな
い。いま、〈大多数〉の感性が〈ワレワレハオマエヲワ
レワレノ主長トシテ認メナイ〉というように否認したと
きにも、〈天皇（制）〉が〈ジブンハオマエタチノ主長ダ
カラ、オマエタチノタメニ祈禱スル〉と応えそれを世襲
したとすれば、この〈天皇（制）〉の存在の仕方には無
気味な〈威力〉が具備されることはうたがいない。わた
しの考察では、これが各時代を通じて底流してきた〈天
皇（制）〉の究極的な〈権威〉の本質である」（「天皇お
よび天皇制について」『詩的乾坤』国文社1974.9.10、
pp.235-236）と。《汝有衆》《股肱の臣》に対して
「朕」という特殊の位相を占める存在の本質を剔抉した
読む者を震撼させる指摘といえよう。その吉本は晩年に
こんなことも言っている。―「天皇を政治的な立場から
外せば天皇制という仕組みがなくなると単純に思ってい
るひとがいるが、僕はそうは思っていない。僕らが縁日
で金魚すくいをやっている限りは、神道の名残は残ると
思っています。それと同じように天皇の名残も残り続け
るのです」（『真贋』講談社インターナショナル
2007.2.22、p.87）と。網野・吉本が遺した問いが依
然として根源性を保ち続け、天皇（制）に代位する国民
的物語を持ち得てこなかった「日本人」にとって、国策
紙芝居という存在は、たとえ15年戦争下の後半に叢生
した一時的な仇花に過ぎないとしても（であるがゆえに
というべきかもしれない）、天皇（制）下の幾世代にわ
たる日本人の感情生活を照射する仄暗い光源としての位
置を失うことはないように思われる。（終）
付記　『ニューズレター』第33号から連載してきた
「用語編」は本号を以て終了する。
引き続いて「登場人物編」の連載を行う予定である。
ニューズレター掲載号一覧
―連載回数（発行日、号数）：用語区分
第1回（2015.1.　No. 33）：国際関係
第2回（2015. 9.　No. 34）：皇軍物語一般
第3回（2016.1.　No. 35）：政治・外交
第4回（2016. 9.　No. 36）：標語
第5回（2017.1.　No. 37）：銃後生活・銃後団体、動
員・奉仕・生活改善、生産・食料・資源
第6回（2017. 9.　No. 38）：教育、防諜・防空、交
通・通信・メディア
第7回（2018.1.　No. 39）：宗教・民俗
第8回（2018. 9.　No. 40）：国史
第9回（2019. 3.　No. 41）：国体明徴・日本精神（1）
第10回（2019. 9.　No. 42）：国体明徴・日本精神（2）
第11回（2020. 3.　No. 43）：国体明徴・日本精神（3）
